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ヒュー・クロンビーの矛盾した行動から始まったホーソーン文学
笠原慎一朗
はじめに
ナサニエル・ホーソーン（Nathaniel Hawthorne, 1804-64）は、大学を卒業
してから 3 年後の 1828 年に『ファンショー』（Fanshawe, 1828）をボストン
で自費出版したが、この作品のことを気に入らず、出版後、回収して、破棄
している 1。
『ファンショー』には、ホーソーンが学生時代に見てきた人々や建物、そ
して風景が描かれているという指摘がある。また、ホーソーンが読んできた
作品の影響が表れているとも言われている 2。
この作品で、これまで注目されてきたのは、主人公のファンショー
（Fanshawe）や、その友人のエドワード・ウォルコット（Edward Walcott）、
エレン・ラングトン（Ellen Langton）といった主要な登場人物たちであった。
特に、ファンショーの学問一筋の生き方には、芸術を追求するホーソーンの
生き方と重なる部分があり、研究対象になりやすかった。
今回、『ファンショー』を再度読み直し、これらの主要な登場人物たちよ
りも、脇役的な存在であるヒュ ・ークロンビー（Hugh Crombie）に注目した。
この人物の行動を見ることで、『ファンショー』以降の多くの作品で、ホーソー
ンが描くことになる願望の追求と現実的な生き方の対立の原点を考察する。
1.悪い行動と良い行動の混合
ヒュー・クロンビーは、若い頃、欲望のおもむくままに悪事を働いて生き
ていた。しかし、唯一の肉親である父親が生活に困っていることを知ると親
孝行をする。そのことについて、次のように述べられている。
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Yet, after all, there was good, or something that Nature intended to be so, 
in the poor outcast, − some lovely flowers, the sweeter even for the weeds 
that choked them. An instance of this was his affection for an aged father, 
whose whole support was the broken reed, − his son. Notwithstanding his 
own necessities, Hugh contrived to provide food and raiment for the old 
man − how, it would be difficult to say, and perhaps as well not to inquire.3 
（III, 368）
ヒューは、貧しい父親のために、自分のための食料を確保するのも大変で
あったのに、食料や衣服をなんとか工面した。しかし同時に父親のために用
意する食べ物や衣服を手に入れる手段は世間に言えるようなことではないと
も語られている。悪の道を歩きながらも、その一方で親孝行をし、また父親
の生活に必要なものを手に入れるために悪いことをする。ヒューの行動には、
悪い行動と善い行動という矛盾した 2 つの側面が存在した。
当然のことながら、ヒューが悪の願望を追求すればするほど、現実の社会
の規範と対立することになる。ホーソーンは、『ファンショー』以降の作品で、
さまざまな種類の願望を描いたが、どのような種類のものであっても、自ら
の願望を追求する者は、現実の社会と対立する。ホーソーンの作品では、願
望を追求する生き方は、世間の一員として、社会の規則に従い、現実的な生
き方をして家庭を大切にするという生き方とは対照的なものとして位置づけ
られている。その例を以下で示す。
短編「美の芸術家」（“The Artist of the Beautiful＂, 1844）のオーエン・ウォー
ランド（Owen Warland）は、現実の社会にそった生き方をしなかった。現実
の世間から孤立しても芸術の追求をした。自らの願望に忠実に生きた。そん
な芸術の追求とは、対照的にある現実的な生き方をホーソーンは、この短編
で明確に描いている。
オーエンの師であるピーター・ホーヴェンデン（Peter Hovenden）は、現
実的で実質的な生き方しか認めることができない人物であった。彼は、汗水
流し、たくましい腕をむき出しにして、世間に役立つ仕事をしている鍛冶屋
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のロバート・ダンフォース（Robert Danforth）のことを褒めて次のように言う。
“I know what it is to work in gold, but give me the worker in iron, after all 
is said and done. He spends his labor upon a reality.＂（X, 449）
さらに、次のようにも言う。
“I say again, it is a good and a wholesome thing to depend upon main 
strength and reality, and to earn one＇s bread with the bare and brawny arm 
of a blacksmith.＂（X, 449）
現実的な人間にとっては、物質的で、はっきりと目に見える形で、世間に
役立つことをするのが現実的で、正しい生き方なのである。そのため鍛冶屋
はまさに現実的な仕事のうちの代表格であった 4。そしてこのように現実的
な生き方をしている鍛冶屋のロバート・ダンフォースは、ピーター・ホー
ヴェンデンの娘で、やはり現実的な考え方の持ち主であるアニー（Annie 
Hovenden）と結婚し、温かい家庭を作る。
ピーター・ホーヴェンデンは、芸術を追求しているオーエンには、次のよ
うに言っている。
“Only get rid altogether of your nonsensical trash about the Beautiful −
which I, nor nobody else, nor yourself to boot, could never understand −
only free yourself of that, and your success in life is as sure as daylight.”（X, 
455-456）
ピーター・ホーヴェンデンは、芸術の追求という行為をやめ、現実的な生
き方さえすれば、オーエンは人生に成功すると考える。そして語り手は芸術
の美が現実的な世間に触れた時、どのようになるか次のように述べている。
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Thus it is, that ideas which grow up within the imagination, and appear 
so lovely to it, and of a value beyond whatever men call valuable, are 
exposed to be shattered and annihilated by contact with the Practical.（X, 
454）
ホーソーンは、代表作となる『緋文字』（The Scarlet Letter, 1850）の序文でも、
芸術的な美的感覚は、シャボン玉のようなもので、粗雑な世間によって簡単
に壊されてしまうという趣旨のことを書いている 5。「美の芸術家」でも、オー
エンが苦悩の末に作り上げた芸術品はシャボン玉がはじけて消えるように、
いとも簡単に、将来現実的な大人になりそうな子供によって、一瞬で壊され
てしまう。
オーエンがアニーと結ばれなかったのも、芸術を追求するオーエンの考え
方を現実的に生きるアニーは理解できなかったためなのだ。オーエンとア
ニーは、価値観がまるで合わなかったため結婚にいたることはなかった。
短編「痣」（“The Birth-mark＂, 1843）のエイルマー（Aylmer）もまた、現
実を直視できず、自然の流れに逆らうようなことをして温かい家庭を失う。
エイルマーは、妻ジョージアナ（Georgiana）の頬にある痣をどうしても受
け入れることができなかった。その痣は、ジョージアナが生まれた時から存
在している。彼女は、痣について次のように言っている。
“I know not what may be the cost to both of us, to rid me of this fatal 
birth-mark. Perhaps its removal may cause cureless deformity. Or, it may 
be, the stain goes as deep as life itself. Again, do we know that there is a 
possibility, on any terms, of unclasping the firm gripe of this little Hand, 
which was laid upon me before I came into the world?＂（X, 41）
彼女自身、確信をもって言っているわけではないが、痣を取り除けば重大
で深刻なことになるかもしれないという予感も心のどこかにはあった。生ま
れた時からすでに存在していたその痣は、いわば自然が与えたものであり、
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それを受け入れて生きることが、現実的で、自然な生き方であったのである。
しかしエイルマーは、その痣が、自然な形で、存在し、肉体の一部であるこ
とを理解しなかった。痣が存在しているという現実をどうしても受け入れる
ことができなかったため、その現実を嫌悪した。そして痣を取るという自然
の流れに反する願望を追求し、痣を消し去ることに成功するが、妻を死なせ
てしまう。それは温かい家庭の消滅であった。
このように現実的でない生き方をする者は、温かい家庭から遠ざかってし
まうのが、ホーソーン文学の特徴なのである。『ファンショー』のヒュー・
クロンビーには、確かに悪の願望を追求するところがあったが、父親を大切
にしている。これは、ホーソーンが後の作品で描くようになる家庭を大切に
するという行為の原形のように思われる。ヒューが破滅を免れたのは、まさ
にホーソーン文学においては幸せになる条件である家庭的な愛情を大切にす
る行為の原形が、その行動に見られたためであると思われる。
それとは対照的に、この中編に登場する悪人であるバトラー（Butler）は、
最愛の母親を大切にしなかった。これはヒューとは違って家庭的な愛情を大
切にしない行為である。
しかしながら、物語のなかでは、バトラーにも幸福になるチャンスは与え
られていた。それは、彼が自分の母親の死を見た時であった。年老いた母親
は、長年、行方知れずであったバトラーを待ち続けていた。そして死ぬ間際
にやっと会え、喜びをその表情に表わすと亡くなった。そして次のように述
べられている。
Such a scene as has been described could not but have a powerful effect 
upon any one, who retained aught of humanity; and the grief of the son, 
whose natural feelings had been blunted, but not destroyed, by an evil life, 
was much more violent than his outward demeanor would have expressed. 
But his deep repentance, for the misery he had brought upon his parent, 
did not produce in him a resolution to do wrong no more. The sudden 
consciousness of accumulated guilt made him desperate. He felt as if no 
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one had thenceforth a claim to justice or compassion at his hands, when 
his neglect and cruelty had poisoned his mother＇s life, and hastened her 
death. Thus it was that the Devil wrought with him to his own destruction, 
reversing the salutary effect, which his mother would have died, exultingly, 
to produce upon his mind.（III, 435）
バトラーが、母の最期を見て、心を動かされ、これまでの行動を悔い改め
れば、更生できたのだ。しかし、母親の死も、彼の心を変えるにはいたらな
かった。ヒュー・クロンビーのように家庭の愛情を大切にする人間になるこ
とで、破滅を免れることはできなかった。
2.ヒュー以外の登場人物の現実と願望
ここでヒュー・クロンビー以外の登場人物たちの行動と、そこに反映され
ているホーソーンの考え方を見てみたい。
『ファンショー』において、重要な人物の一人にエドワード・ウォルコッ
トがいる。この若者は、何かの願望を追求していたとは描かれていない。し
かし時に羽目をはずしたり、社会の規則を破ったりする大学生であった。そ
のため、もし何かの願望を抱けば、現実の社会に反抗しても自分の願望を追
求する性格であったと思われる。しかし、エレン・ラングトンという家庭的
で現実的な生き方をする女性と結婚すると、世間にそった生き方をするよう
になる。そのことは次のように述べられている。
Ellen＇s gentle, almost imperceptible, but powerful influence, drew her 
husband away from the passions and pursuits that would have interfered 
with domestic felicity; and he never regretted the worldly distinction of 
which she thus deprived him. Theirs was a long life of calm and quiet bliss;
− and what matters it, that, except in these pages, they have left no name 
behind them? （III, 460）
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エレンの影響力で、エドワードは現実的な生き方をするようになり、幸せ
に生きる。しかし自らの情熱を追求することもないため、名声を得ることも
ない。
ホーソーンは、1821 年 3 月 13 日に母親に宛てた手紙で、作家になり、名
声を得れば母親は誇りに思うだろうという趣旨のことを書いている 6。作家
として自立することを目指していたホーソーンは、作家としての名声を必要
としていた。そのため、エドワードのように家庭におさまり、栄誉を求めな
い生き方は好ましいことではなかった。
エレンは、エドワードと結ばれる前に、ファンショーと結婚しようと決意
した時があった。エレンが誘拐された時にいち早く彼女を救出したのがファ
ンショーであったため、ファンショーの愛を受け入れることで、その恩に報
いようと思ったのである。しかし、ファンショーは、エレンのことを愛して
いながらも、その思いを諦めなければならなかった。
物語において、彼が恋を諦めたのは、エレンが本当はエドワードのことを
愛していることを知っていたためであろう。しかし、ホーソーンの立場とし
ては別の理由があったのだ。芸術を追求しなくてはいけないホーソーンと
してはファンショーとエレンが結ばれるように描くわけにはいかなかった。
ファンショーには、芸術を追求するホーソーンの姿が学問への情熱という形
で描かれている。エレンと結ばれることで、ファンショーに学問への情熱を
捨てさせるわけにはいかなかったのである。
ファンショーは学問に熱心で、それを深く追求するあまり、世間から孤
立していた。孤独にさいなまれながらも学問を追求するという強い願望を
もっていた。ホーソーンは、少年時代に一時期書いていた手書きの新聞『ス
ペクテイター』（The Spectator）で、人間は世間から孤立してはいけないと
書いている 7。作家になってからも、『七破風の屋敷』（The House of the Seven 
Gables, 1851）などで、世間から孤立し苦悩する人物を描いているが、その
人物に、心のどこかでは世間とのつながりを求めさせている 8。ホーソーンは、
孤独を恐れ、世間とつながりのある生き方を求めながらも、芸術を追求する
ためには、世間から孤立せざるを得ないことを理解していた。
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エレンが、ファンショーの愛を受け入れるつもりだということを知ると
ファンショーは、それは、エレンにとっては幸せなことではないと言う。す
るとエレンは次のように言う。
“［W］ill it not be happiness to form the tie that shall connect you to the 
world? − to be your guide − a humble one, it is true, but the one of your 
choice − to the quiet paths, from which your proud and lonely thoughts 
have estranged you? Oh! I know that there will be happiness in such a lot, 
from these and a thousand other sources.＂（III, 458）
エレンは、ファンショーと結婚し、彼を世間とつながりのある普通の人た
ちが歩んでいるような現実的な生き方に導こうと考える。やがてエレンは、
ファンショーに、手をさしのべたが、ホーソーンは、その場面を次のように
書いている。
And when, as she concluded, she extended her hand to Fanshawe, to 
refuse it was like turning from an angel, who would have guided him to 
Heaven.（III, 458）
ホーソーンは、現実的で家庭的な幸福のなかで生きる方が幸せだと考えて
いた。しかし、現実的な生き方を求める世間と対立しても、芸術家の道を進
もうと決めていた。そのため、ファンショーが、エレンに導かれるままに
現実的で家庭的な生き方をするように描くわけにはいかなかった。ファン
ショーは、これまで通り学問の道へ進み続け、願望の追求を続けた結果、世
間とのつながりはないまま孤独のなかで若くして亡くなる。
エドワードとファンショーを比べた時、ここでも家庭的な幸福を求めた人
間と求めなかった人間の結末の違いがはっきりと分かれている。
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3.現実的な道に進むヒュー・クロンビー
話をヒュー・クロンビーのことに戻す。彼は父親が亡くなった後、故郷を
離れる。それから年月が流れるが、ある時、誠実な人間になって、故郷に戻っ
てくる。そして、宿屋兼酒場の女主人と結婚し、そこの主人におさまってし
まった。
As a landlord, his general conduct was very praiseworthy. He was 
moderate in his charges, and attentive to his guests; he allowed no gross 
and evident disorders in his house, and practised none himself; he was kind 
and charitable to such as needed food and lodging, and had not wherewithal 
to pay − for with these his experience had doubtless given him a fellow 
feeling. He was also sufficiently attentive to his wife; though it must 
be acknowledged that the religious zeal, which had had a considerable 
influence in gaining her affections, grew, by no moderate degrees, less 
fervent.（III, 371）
宿屋兼酒場の主人となったヒューは、宿屋の宿泊料金を適度な値段にし、
客への対応も適切に行った。また宿屋に厄介事が持ち込まれることを防ぎ、
貧しい人には親切にした。妻への気配りも忘れず、家庭も大切にした。
しかも世間の人たちともうまくやっていき、その生き方は、まさにホーソー
ンの描く現実的な人間であった。しかし、世間との交流をもちながら、現実
的で堅実に生きているヒューのもとに、かつての悪の仲間であったバトラー
がやってきた。バトラーは、学長の家に預けられている実業家の娘、エレン
に目をつけていた。エレンの父親は、外国で仕事をしていた。そのため最愛
の娘を友人であった学長のメルモス博士（Dr. Melmoth）の家に預けていた。
バトラーは、エレンの父親が乗った船が沈没して、死んでしまっていると思っ
ていた。後になって、エレンの父親は、沈没した船には乗船してはいなかっ
たことが判明する。しかし間違った情報を信じていたバトラーは、エレンを
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誘拐し、無理矢理結婚して、彼女が相続する財産を得ようともくろんだ。
その計画を成功させるためにヒューに協力を依頼してきた。ヒューは初め
は拒むが、最後には協力することに同意してしまう。
ヒューとバトラーとの間で交わされた会話のなかには、注目すべきものが
ある。バトラーは、エレン誘拐の計画を話す前に、ヒューが宿屋兼酒場を所
有しているのを見て、共同経営の話しをもちかける。しかしヒューは次のよ
うに断っている。
“But for the partnership, it is a matter in which you must excuse me. 
Heaven knows, I find it hard enough to be honest, with no tempter but the 
Devil and my own thoughts; and if I have you also to contend with, there is 
little hope of me.＂（III, 374）
ヒューは堅実な生活をしながらも、悪の願望を追求していた頃の誘惑に付
きまとわれていた。そしてかつての悪の仲間と会うだけで、その誘惑に襲わ
れた。エレン誘拐に協力することに同意してしまったのも、バトラーの計画
が成功した後に、ヒューに支払われるであろう報酬への期待が、大きな誘惑
となり、一時的ではあったにせよ、それに惑わされたとも考えられる。
ヒューは、バトラーに、この一件が済んだら、自分の目の前には二度と
現れないでほしいと言い、その後で “There have been more wicked thoughts in 
my head within the last hour, than for the whole two years that I have been an honest 
man.＂（III, 380）と言う。悪の誘惑を呼び起こさせる人間には近くにいても
らいたくはなかったのだ。
バトラーがヒューにどのような協力を依頼したのかは書かれていない。し
かし物語の内容から推測すると、バトラーがエレンを誘拐しやすいように宿
屋の一室を提供することと、馬を貸すことであったのだと思われる。どのよ
うな方法で、エレンが呼び寄せられたのかは定かではないが、彼女は一時、
ヒューの宿屋の一室に待たせられていたことがあった。バトラーがエレンを
誘拐しやすいようにするためではないかと思われる。しかし、宿屋を訪れた
−11−
メルモス博士に偶然にも、エレンは発見され、そこでのバトラーの思惑は失
敗する。しかし、バトラーは、ヒューが所有している足の速い馬を譲り受け、
学長宅に連れ戻されていたエレンを騙して連れ出すと、そのまま誘拐する。
メルモス博士は、自宅にエレンがいないのに気づくと探しに出かける。そし
てその話が街中に広がり、多くの人がエレンの捜索を始める。
エドワードもエレンが連れ去られたことを聞き、誘拐者バトラーの行き先
の手がかりを得るために、ヒューのもとへ行く。そこでエドワードは、メル
モス博士や、ファンショーが、すでにエレン救出のために出かけたことを知
る。ヒューは、エレン救出に向かうファンショーに馬を貸していたが、ファ
ンショーが乗っていった馬はひどく足の遅い馬であることを言う。そのため、
エドワードに貸す馬を用意しながら、ファンショーにすぐに追いつけるだろ
うとも言う。それでも、ファンショーのことを次のように言っている。
“But if mortal man could recover the girl, that fellow would do it − even if 
he had no better nag than a broomstick, like the witches of old times.＂（III, 
412）
この推測は、その通りになるが、ヒューには、現実的に冷静に物事を見る
力がある。ファンショーとエドワードの特質をそれぞれ見比べて、落ち着い
た性格であるファンショーの方がエレンを助け出すことができると考えたの
だと思われる。
ヒューは、バトラーの後を追おうとしているエドワードを見送りながら次
のように言っている。
＂I heartily wish him success. I wish to Heaven my conscience had suffered 
me to betray the plot before it was too late. Well, well − a man must keep 
his mite of honesty.＂（III, 412-413）
ヒューは、ファンショーやエドワードに馬を貸したり、エレンを救うため
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の手がかりを与えることで罪滅ぼしをしている気分になっているのかもしれ
ない。エレンを救出しようとする行為は、現実の世間が味方する行為である。
世間が味方する行為に協力することで、バトラーに協力したことに対する非
難を免れようとしたのと同時に、現実にそった生き方をしようとしたのだろ
う。こういった行動のおかげで、エレンが救出された後、ヒューは非難を受
けることも、処罰を受けることもなかったのだと思われる。
おわりに
エレンは、ファンショーに助け出される。バトラーは、非業の死を遂げる。
語り手は、最後にその後のヒューの生き方について次のように述べている。
Hugh Crombie, being exposed to no strong temptations, lived and died 
an honest man.（III, 460）
一度だけヒューは、バトラーに協力したとはいえ、その後は社会の規則に
従い、現実的に生きたため、悪の誘惑にさらされることはなかった。
ホーソーンは、家庭的な女性と結婚したエドワードの生き方や、現実的に
生きるようになったヒューの生き方が幸福であるとしながらも、芸術の追求
のためには、それに安住することはできないと考えていたため、完全にそれ
を受け入れることができなかった。そのため、その後の作品でも繰り返し、
願望を追い求める人間を描き続けた。
エドワードは、エレンと結婚することで、確かに現実的な生き方をするよ
うになった。しかしすでに述べたように彼は、結婚以前に明確に願望の追求
をしていたわけではない。ただ時々、自分のやりたいことのために、社会の
規則を破ることも平気でしたことから、もし強い願望さえあれば、自由に願
望を追求することもできる人物であった。またファンショーにしてもエレン
への恋に心を動かされながらも、学問を最優先にする生き方を変えるつもり
は全くないように見える。彼らの心のなかには、願望の追求と、現実的な生
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き方のどちらを選ぶべきかという精神的な葛藤は、ヒューほどはない。しか
しヒュー・クロンビーは、どちらの生き方をすべきかで悩み、時には悪の誘
惑に負け、時には勝った。ヒュー・クロンビーの行動に見られるこういった
矛盾は、ファンショーやエドワードやエレンという比較的注目されがちな人
物よりもずっと願望の追求と、現実的な生き方の対立を表している。ヒュー
を通して表現されたことがその後さらに発展して描かれることになった。そ
れがホーソーン文学の主題となっていったのである。
註
1 ホーソーンは、徹底して『ファンショー』の破棄を行った。そして家族
や友人たちに、『ファンショー』の作者のことは誰にも言わないように言っ
た。ホーソーンが行った隠蔽は成功した。ホーソーンの死後、この作品
が見つかった時、ホーソーンの妻でさえ最初は、『ファンショー』が夫の
作品であるとは思わず、夫の作品であることを否定した。
 Gross, 60、大井、47 参照
2 Bode, 235-236, Goldstein, 1-8, Sattelmeyer, 200 参照
3 本論におけるホーソーンの作品や手紙などからの引用は Nathaniel 
Hawthorne, The Centenary Edition of the Works of Nathaniel Hawthorne. Eds. 
William Charvat, Roy Harvey Pearce, Claude M. Simpson, Ohio: Ohio State 
University Press, 1964-1997. からのものであり、引用文末の括弧内に巻数
と頁数を記す。
4 Gloria C. Erlich は、ホーソーンの母方の親戚であるマニング家（Manning） 
の人々、特に叔父のロバート・マニング（Robert Manning, 1784-1842）がホー
ソーンに現実的な生き方を押し付けようとしたことについて述べている。
そしてマニング家も、先祖に鍛冶屋をしていた人物がいた。
 Erlich, 35-60 参照
5 ホーソーンは『緋文字』の序文で、自分の美の観念をシャボン玉に例え
ている。
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 It was a folly, with the materiality of this daily life pressing so intrusively upon 
me, to attempt to fling myself back into another age; or to insist on creating the 
semblance of a world out of airy matter, when, at every moment, the impalpable 
beauty of my soap-bubble was broken by the rude contact of some actual 
circumstance.（I, 37）
 そして『緋文字』のわずか一年後に出版された『七破風の屋敷』（The House 
of the Seven Gables, 1851）のなかでクリフォード（Clifford Pyncheon） がシャ
ボン玉を吹いて飛ばす場面がある。クリフォードが吹くシャボン玉には、
優美さや美的なものが映し出されていた。ホーソーンは、次のように描
写している。
 One afternoon, he was seized with an irresistible desire to blow soap-bubbles; 
an amusement, as Hepzibah told Phoebe apart, that had been a favorite one with 
her brother, when they were both children. Behold him, therefore, at the arched 
window, with an earthen pipe in his mouth! Behold him, with his gray hair, and 
a wan, unreal smile over his countenance, where still hovered a beautiful grace, 
which his worst enemy must have acknowledged to be spiritual and immortal, 
since it had survived so long! Behold him, scattering airy spheres abroad, from 
the window into the street! Little, impalpable worlds, were those soap-bubbles, 
with the big world depicted, in hues bright as imagination, on the nothing of 
their surface. It was curious to see how the passers − by regarded these brilliant 
fantasies, as they came floating down, and made the dull atmosphere imaginative, 
about them. Some stopt to gaze, and perhaps carried a pleasant recollection of 
the bubbles, onward, as far as the street-corner; some looked angrily upward, as 
if poor Clifford wronged them, by setting an image of beauty afloat so near their 
dusty pathway. A great many put out their fingers, or their walking-sticks, to 
touch withal, and were perversely gratified, no doubt, when the bubble, with all 
its pictured earth and sky scene, vanished as if it had never been.（II, 171）
 『緋文字』の序文でも、『七破風の屋敷』でも、シャボン玉に映し出され
た美は、現実の社会のなかで、はかなく消える。
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 クリフォードの吹くシャボン玉については、Marius Bewley が次のように
指摘している。
 Unlike houses of stone and timber, or landed estates, or gold, soap bubbles are 
too perishable to be inherited or willed to posterity, and yet（Hawthorne thinks） 
their momentary beauty embodies a life that is denied to more durable things. 
But once in touch with more durable things, they break and vanish, just as 
Clifford＇s own life had broken on the crude and harsh unscrupulousness of Judge 
Pyncheon.
 Bewley, 181
6 ホーソーンは、1821 年 3 月 13 日に母親に宛てた手紙で、“How proud 
you would feel to see my works praised by the reviewers, as equal to proudest 
productions of the scribbling sons of John Bull.”（XV, 139） と書いている。
7 1822 年 1 月に発行した『スペクテイター』（The Spectator） で次のように
書いている。
 ON SOLITUDE
 Man is naturally a sociable being; not formed for himself alone, but destined 
to bear a part in the great scheme of nature. All his pleasures are heightened, 
and all his griefs are lessened, by participation. It is only in Society that the full 
energy of his mind is aroused, and all its powers drawn forth. Apart from the 
World, there are no incitements to the pursuit of excellence; there are no rivals to 
contend with; and therefore there is no improvement.
 Perhaps life may pass more tranquilly, estranged from the pursuits and the 
vexations of the multitude, but all the hurry and whirl of passion is preferable to 
the cold calmness of indifference.
 The heart may be more pure and uncorrupted in Solitude, than when exposed to 
the influence of the depravity of the world; but the benefit of virtuous examples 
is equal to the detriment of vicious ones, & both are equally lost.（XXIII, 46-
47）
8 現実世界から離れ孤立してしまった人間が、現実の世間の一員に戻り
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たいという衝動をもつ場面は、『七破風の屋敷』のなかにいくつか出て
くる。そのうちの一つが、9 章「クリフォードとフィービィ」(Chapter 9 
＇Clifford and Phoebe＇） である。ホーソーンのように繊細で傷つきやすい心
をもったクリフォードは、家庭的で現実的な従妹のフィービィ（Phoebe 
Pyncheon） と接することで、人間世界とつながることができ、孤独から
逃れることができたと感じ、安心感を得ている。
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